	ちょっといい山　2019/3/22/FRI-24/SUN

すぐに登れる300名山・護摩壇山1,372+10m

熊野古道難所200名山・伯母子岳1,344+04m

杉木立の登降300名山・竜門岳あ0,    904m

山の虫クレマントクラブ（略称YMCC）　川原健一

　　同行：川原　薫


3/22/金曜日/曇り

　今年は3月に雪を踏む意欲がないので護摩壇山に登ります。

　自宅から高野龍神スカイラインの道の駅・護摩壇山まではマイカーで半日がかりの行程。途中、岸和田の山奥で、海産物から肉類・農作物まで、あり得ない品ぞろえでかつ安い市場（スーパー）でトイレ休憩したものだから余計に時間がかかってしまう。

　時期が時期だけに人影皆無。売店も閉まっており、展望塔ももちろん閉鎖されている。

　緩い歩きやすい登山道だが、ブナの倒木が行く手を塞いだりする。10数分も歩くと山頂についた。ここは和歌山県朝日夕陽百選になっているが夕陽にはまだ早い。記念碑の前で写真。

　護摩壇山のすぐ東隣に僅か10mだけ高い山がある。その龍神岳へ向かう。護摩壇山と龍神岳間の途中から眺めの良い場所があるが、今日は若干視界不良。
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龍神岳からの眺め

護摩壇山より眺め良く、標高も10m高い。

ここが300名山でもおかしくない！

　

　近くの温泉は龍神温泉。長いスカイラインを下って行く。宿の湯を日帰り入浴に利用でき、日本三大美人の湯とある。入ったらそうなるのか！？そんな人が訪れるのか？？多分両方だろう^^;

【コースタイム】

       道の駅・護摩壇山　12:23

12:39　護摩壇山

13:06　龍神岳

13:31　道の駅・護摩壇山

3/23/土曜日/晴れ

　昨夜は車中泊に適したところがなく、再び護摩壇山に戻ってきた。夜中、強風が吹き荒れ、車が大いに揺れた。朝起きると車内は吐息の湿気が凍り付き、窓がバリバリになっていた。気温は-５℃。

　車外に出るとボディが黄色に染まっている。黄砂ではない。どうやら檜の花粉が積もったらしい。初めて見たよ。

　今日は熊野古道三大難所（古の歩く人達にとってはまさにそうだったのだろう）と言われる伯母子岳に登る。

　小辺路大股登山口駐車場で準備をしていると外国人を５名ほど載せた車が来て、彼らを下ろして直ちに去る。彼らも数名に分かれてたちまち登り、消える。

　清流を眺めながら橋を渡る。登山口から急登が始まり、大股の集落はたちまち眼下となる。稜線の途中で、眼下の集落を地蔵さんが優しく眺めておわす。稜線までは檜の植林の中の歩きやすい道が続く。

[image: image2.jpg]



峠を過ぎ、稜線に乗ると素敵な展望の道となる。

　ところどころ、昨夜の冷え込みが見事な霜柱を建ててている。
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伯母子岳山頂から護摩壇山方面を望む

中央左寄りのピークが竜ヶ岳

護摩壇山はその先で陰になって見えない
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伯母子岳への登山道の途中に、実は伯母子岳より僅か4mだけ高い山がある。ここはそこへ至る途中で樹林越しに伯母子岳を見る
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その山の名は夏虫山1348.8m！

山高きが故に尊からず。

けれども高きことは一つの気高さ！！

【コースタイム】

      大股登山口Ｐ　 08:27

10:28伯母子岳山頂   11:23

11:38深タワ

12:09夏虫山分岐

12:35夏虫山         12:48

13:56大股登山口Ｐ

　この日は道の駅・吉野路大塔の大塔コスミックパーク星のくにで温泉を使い、道の駅・吉野路大淀で車中泊とする。

3/24/日曜日/晴れ

　吉野運動公園Ｐから長閑な集落を歩き、吉野山口神社の境内を通り、林道歩きに入る。今日は三山の最終・龍門山に登る。
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龍門の滝。このコースのハイライト

芭蕉が訪れて詠んでいる。

　酒呑みに語らんかかる滝の花

　龍門の花や上戸の土産（つと）にせん

上部を抜けられるか!?　沢屋はルートを読む。

　この後山頂まで展望なし。展望を望むならば山頂から談山神社側へもう少し歩かねばならないようだ。

【コースタイム】

      吉野運動公園 07:57

08:37竜門の滝

10:00竜門岳

12:00吉野運動公園
